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〜 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割 

〜

全
国
の
自
治
体
と
同
じ
よ
う
に
、
奄
美
市
で
も
少
子
高

齢
化
と
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。
地
域
活
動
や
社

会
生
活
を
成
り
立
た
せ
る
上
で
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま
に

は
ま
す
ま
す
お
元
気
で
、
社
会
参
加
や
役
割
を
担
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
が
住
み
慣
れ
た
「
シ
マ
」
で
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
の
た
め
、
日
々
奮
闘
し
て

い
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
の
１
日
か
ら
、
本
市
の
現
状
と
医
療
・
介

護
・
福
祉
の
今
後
に
つ
い
て
、
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

特集/ シマで暮らし続けるために
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〔
編
集
〕
奄
美
市
高
齢
者
福
祉
課
／
奄
美
市
名
瀬
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援
セ
ン
タ
ー
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特集/ シマで暮らし続けるために

用
語
解
説

【
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
】

介
護
保
険
法
で
定
め
ら
れ
た
、
地

域
住
民
の
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
向

上
、
虐
待
防
止
、
介
護
予
防
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
な
ど
を
総
合
的
に
行
う
機

関
で
、
各
区
市
町
村
に
設
置
さ
れ

ま
す
。
セ
ン
タ
ー
に
は
、
保
健
師
、

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
社
会
福

祉
士
が
置
か
れ
、
専
門
性
を
生
か

し
て
相
互
連
携
し
な
が
ら
業
務
に

あ
た
り
ま
す
。

【
ケ
ア
マ
ネ
】

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。
要
支
援
・

要
介
護
認
定
を
受
け
た
人
か
ら
の

相
談
を
受
け
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計

画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作
成
し
、

他
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の

連
絡
、
調
整
等
を
取
り
ま
と
め
る

方
た
ち
の
こ
と
で
す
。
通
称
ケ
ア

マ
ネ
さ
ん
。

【
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
】

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
市
内
７
カ

所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
地
域
の

高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
様
々
な
相

談
を
受
け
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
関
係
行
政
機

関
、
サ
ー
ビ
ス
実
施

機
関
、
居
宅
介

護
支
援
事
業
所

等
の
連
絡
調
整

等
を
し
て
い
ま
す
。

4
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【
島
じ
ゅ
う
り
ま
ご
こ
ろ
便
】

奄
美
市
の
「
起
業
支
援
型
地
域
雇

用
創
造
事
業
」
に
よ
り
、
買
い
物

や
調
理
に
不
自
由
を
感
じ
る
高
齢

者
・
障
が
い
者
向
け
の
食
事
支
援

を
目
的
に
、
奄
美
市
名
瀬
西
仲
勝

の
「
あ
し
た
ば
園
」
で
開
発
さ
れ

た
レ
ト
ル
ト
食
品
。
地
元
食
材
を

活
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
島
料
理
を

商
品
化
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
セ
プ

ト
は
「
島
の
家
庭

料
理
を
そ
の
ま

ま
自
宅
で
味
わ

え
る
」
で
す
。

【
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
】

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら

い
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
温
か

く
見
守
る
応
援
者
に
な
っ
て
も
ら

い
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
自
分
の

で
き
る
範
囲
で
活
動
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
友
人
や

家
族
に
そ
の
知
識
を
伝
え
る
、
認

知
症
に
な
っ
た
人
や
家
族
の
気
持

ち
を
理
解
す
る
よ
う
努
め
る
、
隣

人
あ
る
い
は
商
店
・
交
通
機
関
等
、

ま
ち
で
働
く
人
と
し
て
、
で
き
る

範
囲
で
手
助
け
を

す
る
、
な
ど
活

動
内
容
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
す
。

特集/ シマで暮らし続けるために
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―

　
今
日
は「
シ
マ
で
生
き
る
」を
テ
ー

マ
に
お
話
し
を
伺
い
ま
す
。
ま
ず
、
奄

美
市
で
の
高
齢
者
に
関
す
る
問
題
点
を

挙
げ
る
と
し
た
ら
、
ど
う
い
う
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
か
？ 

―

高
齢
者
が
今
後
ま
す
ま
す
増

加
し
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
く
起

き
る
と
い
う
こ
と
。
そ
の
中
で
も
、
高

齢
者
の
み
の
世
帯
や
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
測

さ
れ
ま
す
。 

―

ま
ず
、
い
ま
ま
で
何
の
問
題
も

な
く
で
き
て
い
た
「
当
た
り
前
」
の
こ

と
が
、
加
齢
に
よ
る
身
体
機
能
の
衰

え
、
認
知
症
な
ど
に
よ
り
、
で
き
な
く

な
っ
て
く
る
。
ま
し
て
や
、
こ
れ
が
高

齢
者
だ
け
の
世
帯
や
一
人
暮
ら
し
だ

と
、
生
活
そ
の
も
の
が
成
り
立
た
な
く

な
る
可
能
性
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。 

―

　
具
体
的
に
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
か

―

た
と
え
ば
、買
い
物
や
ゴ
ミ
だ

し
な
ど
、外
に
出
て
い
く
行
為
が
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
世
帯
は
今
で
も
あ
り

ま
す
が
、今
後
も
ど
ん
ど
ん
増
加
し
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

買
い
物
で
は
、
近
く
に
店
が
な
い
、

店
に
行
く
ま
で
の
交
通
手
段
が
な

い
、
な
ど
地
域
の
課
題
と
も
密
接
し

て
い
る
。 

―
外
に
出
る
機
会
が
減
る
こ
と

で
、ま
す
ま
す
本
人
が
持
っ
て
い
る
力

が
落
ち
て
い
く
、地
域
と
の
つ
な
が
り

が
無
く
な
っ
て
い
く
、と
い
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

―

　
地
域
の
課
題
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ど

う
い
っ
た
こ
と
が
起
き
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か

―

奄
美
市
は
笠
利
、
住
用
、
名
瀬

と
３
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
た
と
え
ば
隣
近
所
が
見
守
り
を
よ

く
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、つ

な
が
り
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
よ
う
な

地
域
も
あ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
格
差
が

あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
と
思
い

ま
す
。

―

ご
本
人
に
将
来
ど
う
し
た
い
の

か
？
と
尋
ね
る
と
、
漠
然
と
「（
子
ど
も

た
ち
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
か
ら
）

施
設
に
行
く
」
と
答
え
る
方
が
多
数
い

ま
す
。
で
も
、
本
音
の
と
こ
ろ
は
、
や

は
り
、「
こ
の
家
で
、こ
の
場
所
で
住
み

続
け
た
い
」
と
い
う
の
が
、
ご
本
人
の

一
番
の
希
望
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
お
年
寄

り
の
こ
と
を
、
他
人
事
と
考
え
ず
に
、

先
々
に
自
分
た
ち
が
年
を
重
ね
た
時
に

ど
う
し
た
ら
こ
の
場
所
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
、
と

早
い
時
期
か
ら
自
分
の
こ
と
と
し
て
考

え
る
事
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

―

施
設
の
中
で
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
は
奄
美
市
内
に
５
か
所
で
合

計
280
人
の
受
け
入
れ
が
可
能
で
す
が
、

高
齢
者
人
口
の
２
％
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
75
歳
以
上
で
も
４
％
な
の
で
、
安

易
な
施
設
入
所
は
か
な
り
ハ
ー
ド
ル

が
高
く
、
現
実
的
で
は
な
い
で
す
ね
。

や
は
り
地
域
で
住
み
続
け
る
に
は
ど

う
す
る
か…

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

―

　
対
応
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
か
？ 

―

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た

め
に
、
自
分
に
で
き
る
事
や
家
族
に
で

き
る
事
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
地
域
で

の
支
え
あ
い
を
広
げ
、
公
的
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
を
図
っ
て
い
く
体
制
が
必
要

で
す
。 ―

現
在
、
医
療
と
介
護
の
連
携

や
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
作
成
等
、
地

域
で
住
み
続
け
ら
れ
る
た
め
に
何
が

で
き
る
の
か
を
多
職
種
で
模
索
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
知
恵
を
出
し
合
え
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

―

　
地
域
に
は
子
供
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
様
々
な
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す

が
、
共
通
し
て
言
え
る
の
は
、
み
ん
な

「
シ
マ
が
好
き
」
だ
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
大
好
き
な
シ
マ
で
い
つ
ま

で
も
生
活
で
き
る
、
そ
ん
な
地
域
を

目
指
し
て
住
民
の
方
と
一
緒
に
取
り

組
み
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

奄
美
の
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
勤
務
す
る
お
二
人
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

特集/ シマで暮らし続けるために

高
齢
者
支
援 

今 

奄
美
市
に
必
要
な
こ
と
は
？
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※次のいずれかに該当する人は受験できません。
ア．日本の国籍を有しない者
イ．成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む。）
ウ． 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがな
くなるまでの者

エ． 奄美市職員（旧市町村を含む。）として懲戒免職の処分を受け、その処分の日から
2年を経過しない者

オ． 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力
で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者

【試験予定日】　平成２６年９月２１日(日 )

【応募受付期間】
平成２６年８月１日（金）～平成２６年８月１９日（火）
ただし、土・日曜日を除く午前８時３０分～午後５時１５分
※郵送の場合は、平成２６年８月１９日（火）までの消印有効

【お問い合わせ先】　奄美市名瀬総合支所総務部総務課職員係（奄美市役所３Ｆ）
〒894-8555　鹿児島県奄美市名瀬幸町25番 8号　TEL: 0997-52-1111（内線1311･1312）

＜民間企業等職務経験者職員採用候補者試験を除く
その他の試験＞
○教養試験（出題数 40題　試験時間2時間）
　高等学校卒業程度で、社会、人文及び自然に関する一

般知識並びに文章理解、判断推理、数的推理及び資料

解釈に関する一般知能についての試験です。

○職場適応性検査（出題数120題　回答時間20分）
　職場への適応性を職務や対人関係に関連する性格の

面からみる検査です。

○作文試験（1500字以内　試験時間1時間）
　主として表現力、構成力、課題に対する理解力等につ

いて記述式による筆記試験です。

＜民間企業等職務経験者職員採用候補者試験＞
〇職務基礎力試験（出題数75題　試験時間1時間30分）
　公務に必要な基礎的な知的能力の検証を目的とし、社

会的関心と理解・言語的な能力・理論的な思考力を問う

内容の試験です。

〇職務適応性検査（質問項目数150題　回答時間20分）
　社会人の職務、職場への適応性を性格傾向の面から

検証する検査です。

〇経験論文試験（1600字以内　試験時間1時間30分）
　民間企業等での職務経験、職務を通じて培った知識・

能力について記述式により行います。

※職種等、試験の詳細につきましては、奄美市ホームページ、
地元新聞等にてご確認ください。
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市
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。（
便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
）

　平成26年 7月19日（土）乗船分から、船の旅客運賃
に離島割引が適用されております。

　この割引運賃を利用するためには、「鹿児島離島航空割
引カード」が必要です。

　割引が適用される航路は①のとおりですので、ご利用
される際は「鹿児島離島航空割引カード」の提示をお願
いいたします。

※今回の離島割引は、団体割引より安くなることもあります。
既に「鹿児島県離島航空割引カード」の交付を受けている
方は有効期限までそのままご利用いただけます。

① 今回割引になる航路は下表のとおりです。
　（名瀬港発着分のみ掲載）

※ １（一般・島発）往復運賃からも割引できます。

○ 普通運賃及び（一般・島発）往復運賃については、船
会社等へお問い合わせください。

②奄美市での「鹿児島離島航空割引カード」申請方法

・対象者：奄美市に住民票がある方

・必要なもの：

　◆正面を向いた顔写真（縦3㎝、横2.5㎝）

　◆ 奄美市在住を確認できるもの（運転免許証や健康保
険証など）

・申請場所：奄美市役所各総合支所市民課窓口

【お問い合わせ先】

　名瀬総合支所：市民課　　　電話0997-52-1111

　住用総合支所：市民福祉課　電話0997-69-2111

　笠利総合支所：市民課　　　電話0997-63-1111

奄美市本庁舎建設基本構想（案）に対する
意見を募集します。

　奄美市本庁舎建設に向け、奄美市本庁舎建設基本構想策定
委員会において協議し、基本構想（案）を策定いたしました。
　つきましては、この構想が市民の意見を反映したものと
なるよう、以下のとおりパブリック・コメントを実施します。

意見募集の対象：奄美市本庁舎建設基本構想（案）
募集期間：平成26年８月６日（水）～８月29日（金）
閲覧方法等：
①インターネットによる閲覧
　（奄美市ホームページ http://www.city.amami.lg.jp/）
② 奄美市役所（名瀬総合支所企画調整課内、
　住用総合支所地域総務課内、笠利総合支所地域総務課内）

ご意見の提出方法：
①郵送 〒894－8555　奄美市名瀬幸町２５－８
 奄美市企画調整課庁舎建設推進室　あて
②ＦＡＸ ０９９７－５２－１００１
 奄美市企画調整課庁舎建設推進室　あて
③メール kikaku@city.amami.lg.jp
※ 「奄美市本庁舎建設基本構想（案）に関する意見」と明
記の上、提出してください。
※氏名、住所等の連絡先を明記してください。
　（内容を確認させていただくことがあります。）

問い合わせ先： 奄美市企画調整課　庁舎建設推進室
  ０９９７－５２－１１１１（内線１３２９）

～募集期限：平成26年８月29日（金）必着～
皆様からのご意見をお待ちしております。

奄美市環境対策課　墓地対策室　 52－1111（内1245）

　今年の旧盆は８月８日（金）から８月10日（日）です。
　墓参者の安全を確保するため、例年のとおり市立体育
館前から市営駐車場（旧火葬場跡）までの市道を車両交
通規制します。また、「名瀬小学校校庭は駐車場として利
用できません」ので、墓参者の皆様には市内の「民間駐
車場」やバス等の「公共交通機関」をご利用くださいま
すようお願いいたします。

平成26年永田墓地旧盆交通規制について（お知らせ）

【お詫びと訂正】奄美市だより７月号２ページ「第
51回奄美まつり」記事中、８月３日の「みんなの
MAEMUKI 駅伝」の主催者は、正しくは「KTS鹿児島テ
レビ放送」でした。お詫びして訂正いたします。
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奄美群島農林水産物輸送コスト支援事業（案）概要奄美群島農林水産物輸送コスト支援事業（案）概要 市
県
民
税
第
２
期
・
国
民
健
康
保
険
税
第
２
期
の
納
期
限
は
９
月
１
日
で
す
。

　以下の内容は県の示した実施要領（案）に基づくもの
であり、要件変更の可能性がございます。
　要件に変更のあった際は、再度御案内させていただきます。

１． 事業目的
　 　奄美群島においては、農林水産物を島外出荷する場
合、本土における陸上輸送費に加えて海上輸送費等が
必要となり、本土より高い輸送コストを負担している。
　 　このため、流通条件の不利性を軽減し、本土産地と
同一条件の環境を整え生産基盤の強化を図る為に農
林水産物の当該輸送コストを支援します。
　対象となる事業の概要は以下のとおりです。

２．負担割合
　国7.0／ 10、県1.5／ 10、市町村1.5／ 10
　※助成金の一部を生産拡大等に費やす必要があります。

３．対象品目

４．補助対象者
　① 農業協同組合、農事組合法人、森林組合、漁業協
同組合、漁業生産組合

　②農林漁業者等の組織する団体
◯農業生産法人のうち、以下のいずれかを満たすもの

　（1）農家３戸以上が株主又は社員となっていること
　（2）常時雇用者を３名以上雇用していること
◯ 農林漁業を営む者の組織する団体のうち、以下のすべ
てを満たすもの
　（1） 規約に代表者、組織及び運営についての定めがあること。
　（2） 規約等に構成員が生産した農林水産物の共同出荷

についての定めがあること。
　（3） 家計を別にする農林漁業従事者３戸以上が構成員

となっていること。
　（4） 構成員のすべてが、直近１年間において確定申告

等を行っていること。
　（5） 農林漁業従事者である構成員の３戸以上が、以下

の要件を満たすこと。
　　ただし、新規就業者においてはこの限りではない。
　　《農業》
　　・ 県内市町村において農地基本台帳に登録されている者。
　　・ 直近１年間における確定申告等において、農産物

の販売額が50万円以上である者
　　《林業》
　　・ 市町村森林整備計画に定められている伐採や森

林整備に関する事項に即した森産活動を行う者
　　《漁業》
　　・ 鹿児島県知事から漁船登録を受けた漁船又は県内

に補助対象品目に係る養殖施設を所有又は使用し
て漁業を行っている者

　　・ 直近１年間における確定申告等において漁獲及び
収穫物の販売金額が50万円以上である者

５．補助対象経費
　 　補助対象者が補助対象品目を島外出荷する際の県
本土（沖縄経由含む。）までの輸送費。

117

111

112

112

【問い合わせ先】　奄美市役所： 0997-52-1111
　名瀬総合支所： 農林振興課（内線1409）、
　 商水情報課（内線1422）
　住用総合支所： 産業建設課（内線2402、2404）
　笠利総合支所： 地域農政課（内線3081）、
 産業振興課（内線3076）

仕事
（就職） 結婚

老い方

子育て
出産恋愛
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福祉政策課からのお知らせ

児童扶養手当（じどうふようてあて）

　父又は母のいない家庭の児童（18歳に達する日以降の
最初の3月31日までの間にある者）を監護している母又
は父、もしくは父母にかわってその児童を養育している
方に対して手当を支給する制度です。（ただし、公的年金
の受給資格がある方は該当しません。）
手当支給額
　児童1人のとき：月額 41,020円
　（一部支給のとき41,010円～ 9,680円）
　児童2人のとき： 5,000 円を加算、児童 3人目以降 1

人につき、3,000円が加算

特別児童扶養手当（とくべつじどうふようてあて）

　20歳未満の心身に障害のある児童を養育する父母また
は父母に代わって児童を養育する方に対して手当を支給
する制度です。
手当支給額
　特別児童扶養手当（１級）：月額 49,900円
　特別児童扶養手当（２級）：月額33,230円

ひとり親家庭医療費助成制度

　母子（父子）家庭の母（父）及び児童（18歳に達する
日以降の最初の3月31日までの間にある者）、または父

母に代わって児童を養育する方を対象に医科・歯科・眼科・
調剤薬局等にて支払った保険診療分の医療費を助成する
制度です。

乳幼児医療費助成制度

　小学校就学前（6歳に達する日以降最初の3月31日ま
で）の乳幼児を対象に医科・歯科・眼科・調剤薬局等に
て支払った保険診療分の医療費を助成する制度です。

出産祝い金制度

　奄美市に住所が1年以上あり、出産
により第2子以上のお子様が生まれた
世帯
手当支給額
　　第2子の場合　　：20,000円
　　第3子以降の場合：50,000円

【問い合わせ先】
名瀬地区：名瀬総合支所　福祉政策課少子化対策室
 ５２－１１１１
住用地区：住用総合支所　市民福祉課福祉係
 ６９－２１１１
笠利地区：笠利総合支所　いきいき健康課介護福祉係
 ６３－２２９９

【特別障害者手当・障害児福祉手当について】

特別障害者手当

　20歳以上の方で、身体・知的・精神の障がいの程度
が著しく重度であるため、日常生活において、常時、特
別の介護を必要とする在宅の方に対して支給されます。
（身体障害者手帳の１級程度の障がいが重複する方・療
育手帳のＡ１所持の方など）
手当支給額　月額26,000円

障害児福祉手当

　20歳未満で、身体・知的・精神の障がいの程度が著
しく重度であるため、日常生活において、常時、特別の
介護を必要とする在宅の方に対して支給されます。（身
体障害者手帳の１級程度の方・療育手帳のＡ１所持の方
など）
手当支給額　月額14,140円
【問い合わせ先】
名瀬地区： 名瀬総合支所　福祉政策課障害福祉係
 ５２－１１１１
住用地区： 住用総合支所　市民福祉課福祉係
 ６９－２１１１
笠利地区： 笠利総合支所　いきいき健康課介護福祉係
 ６３－２２９９

【重度心身障害者医療費助成制度について】

　この制度は、重度の身体障害者及び知的障害者の方
に対し医療費を助成する制度です。
　助成金申請は、重度心身障害者医療費助成金支給申
請書の医療機関等証明欄に保険適用分の自己負担金の
証明をもらい提出してください。受理した翌月に指定の
口座に振り込まれます。なお、高額療養費の払い戻し
分や公費負担分、保険適用外の自己負担分（食事費等）
については助成金の対象になりません。

【助成対象者】
・身体障害者手帳1級または2級をお持ちの方
・療育手帳A・A1・A2（知能指数35以下）をお持ちの方
・身体障害者手帳3級と療育手帳B1をあわせてお持ちの方

注意：助成対象者でありながらこの制度を利用されてい
ない方は、下記のお問い合わせ先にご連絡ください。

【助成制度に関するお問い合わせ先】
名瀬地区： 名瀬総合支所福祉政策課障害福祉係
 ５２－１１１１　内線１６０５・１６０６
住用地区： 住用総合支所市民福祉課福祉係
 ６９－２１１１　内線２３２４
笠利地区： 笠利総合支所いきいき健康課介護福祉係
 ６３－２２９９（直通）内線３１３２

【児童への福祉制度】　児童への福祉制度には、次のような制度があります。
　市役所では、該当される方の申請を随時受け付けておりますので、「当てはまるけれど、申請をしていない」と思わ
れる方は、お気軽にお近くの各総合支所担当窓口までご相談ください。なお、所得制限がありますので、詳細につい
ては担当課までお尋ねください。
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児童扶養手当・特別児童扶養手当の現況届について

児童扶養手当・特別児童扶養手当受給者の皆様へ重要なお知らせ

　８月は児童扶養手当・特別児童扶養手当の現況届の月
になっています。（期間中の届出をお願いします。）
　毎年、児童扶養手当・特別児童扶養手当の受給者は、
それぞれ現況届・所得状況届の提出が必要になります。
この届けを行わないと、手当の支給に影響が出ますので、
早めの手続きをお願いします。（該当者については通知書
を送付しますので、中身を確認の上、必要書類を揃えて
お越しください。）
【受付期間】
　平成26年 8月4日（月）～平成26年 8月29日（金）
　午前8時 30分～午後 5時15分（土・日を除く）

※ なお、名瀬地区においては8月24
日（日）の午前 9時～午後 5時に
ついても受付を行います。

【持参するもの】通知書・証書・印鑑・その他必要な書類

【受付場所及び問合せ先】
　名瀬地区： 名瀬総合支所福祉政策課少子化対策室
 52-1111（内線1607）
　住用地区：住用総合支所市民福祉課福祉係
 69-2111（内線 2324）
　笠利地区：笠利総合支所いきいき健康課介護福祉係
 63-2299（内線 3123）

子ども・子育て支援新制度とは
・ 一人一人の子どもが健やかに成長することができ
る社会を目指して、平成２４年８月に成立した「子
ども・子育て関連３法」に基づき、幼児期の学校
教育や保育、地域の子育て支援の量の拡充や質の
向上を進めていきます。

子ども・子育て支援新制度の財源は？
・ 消費税率が10％になった際の増収分から、毎年
7,000 億円程度が充てられることになります。

子ども・子育て支援新制度の取組
・ 幼稚園・保育所に加えて、幼稚園と保育所の良い
ところを一つにした「認定こども園」の普及を図り
ます。（奄美市においては「認定こども園」はあり
ませんので今後、整備を検討していきます）
・ 「地域型保育」を新設することにより、待機児童の
多い３歳未満児の保育を増やし、子育てしやすい、
働きやすい社会にします。
・ 幼児期の学校教育や保育、地域の様々な子育て支
援の量の拡充や質の向上を進めます。

新制度での認定こども園や幼稚園・保育所の
利用方法は？

・ 幼稚園・保育所などの利用を希望される保護者の
方は、今年度秋頃から、市の認定を受けていただ
く必要があります。詳細については、追って広報
紙等でお知らせいたします。

新制度の利用にかかる保育料は？
・ 保護者の所得に応じた支払いが基本となります。
国が定める基準を上限として、市で定めます。

放課後児童クラブ受入対象の拡大
・対象児童が小学３年生から６年生へ拡大されます。

詳しい内容は、内閣府のホームページをご覧くだ
さい。

【内閣府　子ども・子育て支援新制度】
 http://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/
index.html

【問い合わせ先】 福祉政策課　少子化対策室
  電話　５２－１１１１（内線1609）

平成２７年４月から、「子ども・子育て支援新制度」がはじまります。
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名瀬総合支所土木課 52-1111
住用総合支所産業建設課 69-2111
笠利総合支所建設課 63-1111

有料広告

「公証人役場」をご存知ですか？
公証人役場とは？
　公証人が，遺言や離婚給付契約（養育費，慰謝料，
財産分与等）等の各種契約の公正証書（公文書）を作
成し，定款や私署証書の認証，確定日付の押印などの
事務をするところです。
公正証書を作成するメリットは？
①公正証書には強力な証拠力があり安全・安心・確実です。
②紛争予防，迅速な紛争解決が図れます。
③ 金銭支払いを内容とする契約で，強制執行認諾の条
項を記載すれば，公正証書に執行文を添付して相手
の財産に対して強制執行ができます。
名瀬公証人役場 奄美市名瀬幸町１２番２２号
 TEL（FAX）0997-52-2661
＊秘密厳守・相談は無料です。お気軽にお電話を
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30万円以上の工事１件につき
対象工事の20%を補助 (上限10万円 )

有料広告

郷土の益々の発展を祈念致します。
－設計・製作・施工－

超高層ビル自動ゴンドラ、有人ゴンドラ、エレベーター、
ダムウエター、メンテナンス、改修工事、環境関連設備

営業種目

代表取締役　平　勝利 旧名瀬市大熊出身
関東地区輪内会会長・東京名瀬会副会長（ 　　　　        　）

〒１２４－００１２　東京都葛飾区立石２－３４－５
☎０３－３６９１－９８１６（代）・FAX０３－３６９３－４２７４

東京都知事許可 (般 -23) 第 125571号　東京労働局長許可第18号 2号
社団法人日本クレーン協会東京支部会員　東京エレベーター工業協同組合員

　泉　　千尋（大熊）　、　中野　晴夫（仲勝）
　永井　裕志（宇宿）　、　押川　光仁（大熊）

有料広告

奄美市住宅リフォーム等経済対策事業補助金
2次募集受付の案内について

補助の受付期間
①１次募集：募集枠に達しましたので受付を終了しました。
②２次募集： 平成 26年 9月1日から平成26年11月30日

（500万円到達時点で終了）
補助の金額
　上限を１０万円とした対象工事の２０％
　（1，000円未満切り捨て）
　本補助金は，同一人または同一住宅について１回限り
しか受けられません。

申請手続きの流れ

【お申込み・お問い合わせ先】
奄美市役所建築住宅課 ５２-１１１１（内線１２１６）
※住用総合支所産業建設課、笠利総合支所建設課でも申請を受け付けます。
※申請書や詳細情報は奄美市ホームぺージをご覧ください。

～ ～

～
～

～
～

～

～
～

～

～

～

～ ～

～
１月

～ ～

～
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【市地区】

【東城地区】

【住用地区】

　奄美大島体験交流受入協議会主催の、平成 26年度し
まコンシェルジェ育成講座の第１回講座が、平成26年６
月22日、住用町で開催されました。
　午前中は奄美博物館・高梨学芸員の講義、午後からは
住用町内の地域資源を巡る現地調査を行いました。
　64名の受講生たちは、役勝エコロードやフナンギョの
滝、西仲間のシマ歩きなど、それぞれの現地で行うNPO
法人すみようヤムラランドのメンバーからの説明に、熱
心に耳を傾けていました。

　住用町交通安全母の会（山田千代子
会長）は、去る７月４日（金）住用公民
館で「交通安全事故防止対策検討会」
を開催しました。
　この日は、母の会会員や、各集落区長、
学校長、行政から40名を超す参加者が
ありました。
　今年に入り、住用町内で交通事故が
多発していることから、住民自ら事故防止対策を立てよ
うと母の会が呼びかけ、初めて開催しました。
　住用町内を３地区に分け、地図上に危険箇所や予防対
策について話し合いがもたれました。
　また、毎月20日を「交通安全の日」と定め、危険箇所
での立哨活動に取り組むこととしました。

　山間集落防災会（潤井美登会長）は、７月６日（日）山
間交流施設を避難所に、台風による水害など、各種災害等
を想定した避難訓練を実施しました。
　当日は70名を超す集落住民や住用消防分駐所の職員、
消防団員が参加しました。
　今年３月に完成した避難施設でもある山間交流施設へ避
難するよう会長が放送し呼びかけました。
  各班ごとに避難人員を確認、消防団の分団長が集落内を
巡回し山間集落防災会長へ報告しました。
　その後、住用消防分駐所職員が「災害対策について」
の講話、ＡＥＤを使用した心肺蘇生法の取り扱いを説明し、
簡易な担架の作成法も実演しました。
  大人から子供まで集落民一丸となって訓練に参加し、よ
り一層の防災意識が高まった訓練でした。

　平成 26年６月27日～ 29日の３日間、NPO法人すみよ
うヤムラランドと奄美市で企画した、住用地区の自然と文
化を体験するツアーを実施しました。
　東京から18名の参加者を迎え、集落ブランドのターバ
マやフナンギョの滝などをヤムラランドの会員メンバーが
案内しました。
　ツアー最後の夜には、見里集落・見里青壮年団の協力
で交流会を開催し、島の食材を使った料理をはじめ、余興
や八月踊りなどでもてなしました。
　参加者からは、「最高のおもてなしで感激しました」と、
地域の方々との交流・温かい心遣いに大満足のツアーとな
りました。

住用地区　6月末人口　1,419人　803世帯（住民登録月報より）
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　平成 26年度奄美市スポーツ少年団競技別交歓大会　相
撲競技が去る６月22日 (日）奄美体験交流館で開催されま
した。
　住用相撲クラブの市田愛翔選手が選手宣誓し、団体戦・
個人戦と熱戦が繰り広げられました。
　住用相撲クラブ及び関係選手の結果は以下のとおりです。

【大会結果】
　団体 低学年の部 優 勝 住用相撲クラブＡ
 高学年の部 第３位 住用相撲クラブＡ
　個人（敬称略）
 １年の部 優 勝 泉　　洸慎
 ４年の部 優 勝 新島　伊武起
 ５年の部 第２位 市田　愛翔
  第３位 西加　陽斗

　８月は、市県民税の第２期分並びに国民健康保険税・後期
高齢者医療保険料及び介護保険料の第２期分の納期となっ
ていますので、納期内に納付していただきますようよろしく
お願いいたします。
　また、未納分と過年度滞納分の市税、住宅使用料、水道
使用料についても当日会場で納めることができますので、市
民の皆様のご協力をお願いします。

午前 午後
８月 26 日
（火）

市・戸玉、見里・摺勝、
西仲間・石原

山間・上役勝、
川内・東仲間、城・和瀬

※当日の詳しい徴収時間につきましては、改めまして集落の
放送等でご案内させていただきます。

※ごみ出しは８時30分までに収集場所へ
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笠利地区　6月末人口　6,020人　3,127世帯（住民登録月報より）

生産量回復・増量、適期防除により、
さとうきびと農地を守ろう！

奄美市地女連笠利支部
親睦グラウンド・ゴルフ大会！！！

平成２５年度奄美市農業研修生修了式
並びに平成２６年度入所式

地域の子供達に伝統を！

　平成26年６月10日、佐仁老人クラブ（安田重照会長）では、
はつらつ教室において「まき作り」に取り組みました。
　「まき作り」とは、旧暦５月５日の端午の節句にちなんで
男の子の健やかな成長を願う行事です。
　当日は約30人の人が集まり俵型に握った三つのもち米を
チガヤで包み、結び合わせて作りました。
　作ったまきは床の間や床柱に飾り男児が７歳になるまで
成長を祈願します。
　近年、少子高齢化が進みこの習慣もなく途絶えつつあり
ますが、今回を機に地域の子供達に伝統を理解してもらい
世代を超えて伝わることが期待されます。

【団体】
優勝 めらーべーず
 （笠利３区）
二位 笠利教育支所
三位 地女連笠利支部

【個人】
優勝 泉　キヌ子さん
 （外金久）

【ホールインワン】
22名

【平成２５年度農業研修生】
・森永　幸二郎
・加藤　之大
・照井　朗　
・宮川　雅弘
（敬称略）

【平成２６年度農業研修生】
・屋井　信一
・譽田　漢
・日髙　千夏
・松元　良作
・土屋　陽輔
（敬称略）

　７月４日（金）奄美市笠利
農村環境改善センターにて大
島本島地区さとうきび生産振
興大会が開催され、優秀農家
表彰、現況報告、講演等を行
いました。

　７月６日（日）あやまる岬観光公園グラウンド・ゴルフ場
にて、奄美市地女連笠利支部、第２回親睦グラウンド・ゴル
フ大会が開催されました。
　30団体145名が参加し珍プレー、好プレーのなか親睦が
深められました。
　団体の部ではめらーべーず（笠利３区）、個人の部は泉キ
ヌ子さんが優勝に輝きました。

　本市にて、将来、地域
の中核的農家として活躍
し就農を志す研修生を受
け入れ、農業に関する基
礎的技術や知識を習得さ
せるため、パッションフ
ルーツ等の亜熱帯果樹やかぼちゃ等島外出荷品目の栽培
研修を主に実施、また、各栽培講習会等への参加、県内
の農業先進地視察研修の実施に取り組んでいます。
　７月１日（火）　奄美市名瀬農村環境改善センターにお
いて、平成２５年度農業研修生４名の修了式と平成２６
年度農業研修生５名の入所式を実施しました。
　修了生代表の加藤之大さんが、研修機関へのお礼と営
農目標を発表し、新研修生５名は、就農へ向けての抱負
を発表しました。
　９名の今後の活躍を大いに期待します。
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奄美空港消火救難訓練を実施

『ティダ北高』
　７月１日（火）赤木名保
育所でのボランティア活動
「ティダ北高」が行われま
した。男女合わせて36名
が参加し、園内の清掃や
保育士補助活動を行いま
した。園児達をお昼寝から
起こしたり、おやつを食べ
させたりの補助活動では、とまどいながらの生徒、または逆に日頃
から小さい子供を相手にしているのか、とても慣れた様子で接す
る生徒と、それぞれが頑張っていました。他にも紙芝居で歯磨き
指導を行ったり、園児との交流会ではダンスや島唄を披露したりし
ました。その後、園児たちも歌と踊りを見せてくれて非常に楽しく

盛り上がりました。
　参加者の中には、高校の授
業で「保育」を学ぶ生徒や、
将来保育士を目指している
生徒も多く、日頃の学習の実
践の場として、また将来の参
考として大変有意義な一日に
なったようです。

『薬物乱用防止講話』
　７月３日（木）　夏休みを
前に、奄美警察署生活安全
刑事課少年係の西元保孝警
部補に「少年非行と薬物の
乱用による影響について」
講話をしていただきました。
主に薬物乱用の恐ろしさや
スマートフォンを使用する
上での危険性について、ＤＶＤや西元さんのお話を通じて学びま
した。暑い日で会場内も息苦しいほどの日でしたが、生徒達は熱心
に聞き入っていました。
　講演後の感想には「恐ろしさがよく分かった。」「薬物には絶対
に近づかないようにしたい」等の言葉が多くみられました。堕落・

転落へのきっかけは、他
人事ではなく今の社会で
は誰の身にも起こりうる
ものだと自覚し、絶対に
引き込まれないようにし
なければなりません。

No.175No.175

　６月27日（金）奄美空港内（エプロン・誘導路・
着陸帯及びＪＡＣ格納個内）にて、30団体約 210
名による
・現地事故対策本部設置訓練
・関係機関相互における連絡通報訓練
・ 消火救難隊の初期対応（緊急配備・救難救助・誘導・
搬送・救護）訓練
・ 空港消防及び笠利・龍郷消防分署・奄美市消防
団笠利方面隊との合同訓練
・ 大島地区消防組合・航空自衛隊・医療機関との医
療救護及び急患搬送訓練が行われました。

【紙芝居で歯磨き指導の様子】

【園児をお昼寝から起こしている様子】
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上田　真紀子さん

今月の保健師さん
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【お問い合わせ先】（名瀬）健康増進課52-1111　（住用）市民福祉課69-2111　（笠利）いきいき健康課63-2299

※対象者へは，受診票を郵送します。半日でいろいろな検診を受診することができます。
※料金やくわしい内容は，郵送された受診票やチラシをご確認ください。
※お住まいの地区にかかわらず、どの会場でも受診することができます。（笠利地区で７月に受け忘れた方も受診できます。）

©Amami City

©Amami Cityi Cittttttttttttt
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奄
美
高
校
絵
画
教
室
「
奄
美
の
顔
を

描
く
」
講
座　

受
講
生
募
集

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

鹿
児
島
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美
高
等
学
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７

　

奄
美
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田
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１
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９
９
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６
１
２
１
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９
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６
１
２
２

　

奄
美
高
校
で
は
、
日
曜
日
午
後
に

「
奄
美
の
顔
を
描
く
」
講
座
を
開
講
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た
し
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す
。
鏡
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見
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自
画
像
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い
て
い
た
だ
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オ
リ
ジ
ナ
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額
縁

を
作
り
県
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セ
ン
タ
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後
奄
美
図
書
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も
展
示
す
る
予
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で
す
。

日
時
： 

平
成 

26
年
10
月
5
日
・
19
日
・

26
日
・
11
月
2
日
・
9
日
・
16

日
・
23
日
、
30
日
（
全
て
日
曜
）

の
全
8
回
（
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時
間
）

時
間
：
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時
〜
16
時
（
３
時
間
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：
奄
美
高
等
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校
（
美
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室
）

講
座
名
：「
奄
美
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描
く
」
講
座

対
象
者
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え
る
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は
ど
な
た
で
も

募
集
定
員
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人
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加
料
： 

無
料
（
材
料
等
の
実
費
は

必
要
）

　

 

画
材
は
お
持
ち
の
物
で
結
構
で
す
が
、

油
彩
を
始
め
た
い
方
は
前
も
っ
て
担

当
の
井
上
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
：
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（
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６
１
２
２
）
に
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お
名
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(2)
住
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郵
便
番
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携
帯
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送
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。
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連
絡
し
て
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い
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結
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で
す
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募
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切
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９
月
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金
）

「
奄
美
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だ
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厚
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奄
美
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〒
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９
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０
０
３
６　

奄
美
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Ｐ
Ｏ
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人
奄
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０
７
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）
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前
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時

※
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「
奄
美
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何
か
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い
い
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か
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な
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…
」「
人
と
関
わ
る
の
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苦
手
で
社
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不
安
…
」
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ど
、
働
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や
自
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て
さ
ま
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悩
み
を
抱
え
る
方
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対
し
て
、
就
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的
自
立
を
目
指
し
た
支
援
を
行
い
、
就

職
に
向
け
て
の
第
一
歩
を
お
手
伝
い
し

ま
す
。

対
象
： 

15
歳
か
ら
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歳
ま
で
の
仕
事
に

就
い
て
い
な
い
若
者
と
そ
の
ご

家
族

支
援
内
容
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○
相
談
（
面
談
・
電
話
・
メ
ー
ル
）

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
興
味
の
あ
る
こ

と
、
得
意
な
こ
と
、
要
望
等
を
伺
い
整

理
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ら
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後
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い
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。

※
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見
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す
。

○
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ご
本
人
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の
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の
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行
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ま
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。
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運
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図
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．
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。
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、
官
製
は
が
き
又

は
メ
ー
ル
に
よ
り
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
の

う
え
８
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
お
申
し

込
み
（
必
着
）
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
者
が
定
数
を
超
え
た

場
合
に
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
い
た
し

ま
す
。

「
鹿
児
島
県
出
身
沖
縄
戦
没
者

追
悼
式
」
参
列
遺
族
の
募
集

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

・
奄
美
市
名
瀬
総
合
支
所
福
祉
政
策
課

℡
：
52-

１
１
１
１
（
内
線
１
６
２
４
、１
６
２
５
）

・
県
庁
社
会
福
祉
課

 

℡
：
０
９
９-

２
８
６-

２
８
３
０

　

鹿
児
島
県
出
身
沖
縄
戦
没
者
追
悼
式

へ
の
参
列
を
希
望
さ
れ
る
遺
族
の
方
を

募
集
し
ま
す
。

期
日
：
平
成
26
年
11
月
11
日
（
火
）

※
前
日
か
ら
の
団
体
行
動
に
な
り
ま
す
。

場
所
：
鹿
児
島
霊
園
（
沖
縄
県
糸
満
市

平
和
祈
念
公
園
内
（
摩
文
仁
の
丘
））

対
象
者
：
沖
縄
及
び
沖
縄
近
海
で
の
戦

闘
で
戦
没
し
た
方
の
配
偶
者
及
び
三
親

等
内
の
遺
族

申
込
期
間
： 

平
成
26
年
８
月
１
日
（
金
）

〜
８
月
29
日
（
金
）

募
集
人
員
：
９
人
（
※
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
、
選
考
と
な
り
ま
す
。）

申
込
先
：
奄
美
市
福
祉
政
策
課
社
会
福
祉
係

平
成
26
年
度　

奄
美
市
戦
没
者

慰
霊
祭
の
お
知
ら
せ

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

名
瀬
総
合
支
所
福
祉
政
策
課
社
会
福
祉
係

℡
52-

１
１
１
１
（
内
線
１
６
２
４・１
６
２
５
）

住
用
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
福
祉
係

℡
69-

２
１
１
１
（
内
線
２
３
２
１
）

笠
利
総
合
支
所
い
き
い
き
健
康
課
介
護
福
祉
係

℡
63-

１
１
１
１
（
内
線
３
１
２
２
）

　

平
成
26
年
度
奄
美
市
戦
没
者
慰
霊
祭

を
次
の
と
お
り
挙
行
い
た
し
ま
す
。
ご

遺
族
及
び
市
民
の
皆
様
の
ご
臨
席
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

©Amami City
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【
名
瀬
】

　

日
時
： 
平
成
26
年
８
月
15
日
（
金
）

 
 

11
時
30
分
〜
12
時
30
分

　

場
所
： 

奄
美
市
名
瀬
公
民
館

【
住
用
】

　

日
時
： 

平
成
26
年
８
月
15
日
（
金
）

 
 

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

　

場
所
： 

奄
美
市
住
用
公
民
館

【
笠
利
】

　

日
時
： 

平
成
26
年
10
月
16
日
（
木
）

 
 

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

　

場
所
： 

太
陽
が
丘
運
動
公
園

 
 

招
魂
碑
前
広
場

農
家
の
み
な
さ
ま
へ

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収

に
つ
い
て

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

奄
美
市
役
所
農
林
振
興
課

℡
52-

１
１
１
１
（
内
線
１
４
０
９　

永
田
）

住
用
総
合
支
所
産
業
建
設
課

℡
69-

２
１
１
１
（
内
線
２
４
０
３　

原
）

笠
利
総
合
支
所
地
域
農
政
課

℡
63-

１
１
１
１（
内
線
３
０
８
１　

中
村
）

回
収
日
：
８
月
20
日
（
水
）

回
収
場
所
：

・
名
瀬
地
区
（
あ
ま
み
農
協
名
瀬
支
所
）

・
住
用
地
区
（
あ
ま
み
農
協
住
用
支
所
）

・
笠
利
地
区
（
あ
ま
み
農
協
笠
利
支
所
）

回
収
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

回
収
費
用
：
20
円
／
kg
（
農
家
負
担
）

　

委
任
状
に
印
鑑
押
印
が
あ
り
ま
す
の

で
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

野
焼
・
不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

大
島
本
島
地
域
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
適
正
処
理
推
進
協
議
会

（
事
務
局
：
あ
ま
み
農
協
大
島
事
業
本
部

営
農
販
売
課　

叶
）

世
界
自
然
遺
産
登
録
推
進

マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
テ
ッ
カ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
・

製
造
者
の
公
募
に
つ
い
て

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

奄
美
市
環
境
対
策
課

℡
０
９
９
７-

52-

１
１
１
１
（
内
線
１
２
４
１
）

１
．
事
業
の
目
的
・
概
要

　

世
界
自
然
遺
産
登
録
推
進
の
機
運
を

醸
成
す
る
た
め
、
自
動
車
用
の
マ
グ
ネ
ッ

ト
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
す
る
。
予
算
の

範
囲
内
で
最
大
限
の
事
業
成
果
を
得
る

た
め
に
は
、
創
意
工
夫
が
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ

ウ
や
ア
イ
デ
ア
を
有
す
る
者
を
選
定
す

る
こ
と
を
目
的
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実

施
す
る
。

２
．
業
務
の
概
要

　

仕
様
書
に
て
指
定
す
る
内
容
で
マ
グ

ネ
ッ
ト
ス
テ
ッ
カ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
及
び

製
造
を
行
う
。

３
．
参
加
資
格

（
１
） 

奄
美
市
に
事
務
所
等
を
有
す
る
法

人
、
任
意
団
体
又
は
個
人
事
業
主

（
以
下
「
法
人
等
」
と
い
う
。）
及

び
奄
美
市
に
居
住
す
る
個
人
（
以

下「
個
人
」と
い
う
。）で
あ
る
こ
と
。

（
２
） 

奄
美
市
税
、
消
費
税
、
地
方
消
費

税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。 

（
３
） 

奄
美
市
の
委
託
業
務
等
の
入
札
参

加
資
格
を
有
す
る
こ
と
。

４
．
参
加
申
し
込
み
期
間

　

平
成
26
年
８
月
22
日
（
金
）
ま
で
に

提
案
書
を
提
出
し
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
な
お
、
提
案
書
様
式
は
仕
様
書

に
て
指
定
し
ま
す
。

５
．
業
務
期
間

　

 

平
成
26
年
９
月
15
日
か
ら
平
成
26
年

10
月
31
日
ま
で

６
．
契
約
金
額
の
上
限

　

 

１
，
５
９
３
，
０
０
０
円
（
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
を
含
む
）
と
す
る

７
．
仕
様
書
の
縦
覧
（
交
付
）
に
つ
い
て

（
１
）
日
時

　

 

平
成
26
年
８
月
４
日
（
月
）
か
ら
平

成
26
年
８
月
15
日
（
金
）

　

 （
開
庁
日
で
８
時
30
分
か
ら
17
時
15

分
ま
で
の
間
）

（
２
）
場
所

　

奄
美
市
名
瀬
総
合
支
所
環
境
対
策
課

家
庭
ご
み
を
排
出
さ
れ
る
際
に

つ
い
て
（
お
願
い
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

奄
美
市
環
境
対
策
課
環
境
保
全
係

℡
０
９
９
７-

52-

１
１
１
１

（
内
線
１
２
４
３・１
２
４
４
）

　

最
近
、
い
く
つ
か
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
家
庭
ご
み
が
前
日
等
に
排
出

さ
れ
、
カ
ラ
ス
な
ど
の
動
物
に
ご
み
を

荒
ら
さ
れ
、
生
ご
み
が
散
乱
し
て
い
る

と
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
を
前
日
の
夜
等
に
排
出

し
ま
す
と
、
カ
ラ
ス
な
ど
の
動
物
に
ご

み
を
荒
ら
さ
れ
る
た
め
、
付
近
の
住
民

の
方
々
の
迷
惑
と
も
な
り
ま
す
。

　

家
庭
ゴ
ミ
の
排
出
す
る
時
間
は
当
日

の
朝
8
時
30
分
を

目
安
に
排
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
奄
美
市
学
力
向
上

フ
ォ
ー
ラ
ム　

開
催
の
お
知
ら
せ

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

奄
美
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

℡
０
９
９
７-

52-

１
１
２
８
（
直
通
）

　

奄
美
市
の
子
ど
も
た
ち
の
学
力
に

つ
い
て
考
え
る｢

学
力
向
上
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
学
力
に
関
心
を
お
も
ち
の

方
は
、
お
気
軽
に
御
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
： 

平
成
26
年
８
月
22
日
（
金
）

 

13
時
30
分
〜
16
時

場
所
： 

奄
美
振
興
会
館
（
奄
美
文
化

セ
ン
タ
ー
）
大
ホ
ー
ル

対
象
：
教
職
員　

一
般
市
民

内
容
：

（
１
） 

市
内
小
・
中
学
校
の
実
践
発
表

（
２
）  

講
演　
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
今
で
き
る
こ
と 

〜
学
校
と
し

て
、
家
庭
と
し
て
〜
」

講
師
： 

鹿
児
島
市
立
玉
江
小
学
校

 

校
長　

脇　

正
一
氏

平
成
26
年
度　

奄
美
市
防
災

（
避
難
）
訓
練
の
お
知
ら
せ

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

奄
美
市
総
務
課
危
機
管
理
室

℡
０
９
９
７-

52-

１
１
１
１
（
内
線
１
３
１
６
）

１
．
目
的

　

近
年
、
地
震
・
津
波
・
風
水
害
・
竜

巻
等
の
自
然
災
害
が
全
国
各
地
で
発

生
し
て
お
り
、
全
国
的
に
「
防
災
・
減

災
」
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
年
度
の
奄
美
市
防
災
訓

練
で
は
津
波
、
洪
水
・
土
砂
災
害
を
想

定
し
、
情
報
の
伝
達
や
住
民
の
避
難
が

迅
速
か
つ
適
正
に
実
施
す
る
こ
と
で
被

害
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

２
． 

実
施
日
時
：
平
成
26
年
８
月
31
日

（
日
）
９
時
〜
12
時

３
．
訓
練
対
象
地
区

　

奄
美
市
全
域
（
参
加
地
域
）

４
．
想
定
す
る
災
害
（
予
定
）

　

・ 

奄
美
大
島
太
平
洋
側
沖
で
発
生

し
た
津
波

　

・
が
け
崩
れ
等
に
よ
る
土
砂
災
害

５
．
訓
練
内
容

　

①
情
報
の
収
集
・
伝
達

　

・ 

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
放
送
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
及
び
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
警
報
及
び
避
難

勧
告
等
の
情
報
伝
達
を
実
施
。

　

② 

高
台
（
一
時
避
難
場
所
）
へ
の

一
時
避
難

　

・ 

大
津
波
警
報
を
受
け
て
高
台
（
一

時
避
難
場
所
）
へ
の
避
難
、
災
害

時
要
援
護
者
等
の
避
難
支
援
及
び

避
難
誘
導
を
実
施
。

　

③
避
難
所
の
開
設

　

・ 

避
難
所
を
開
設
し
、
避
難
者
が

高
台
（
一
時
避
難
場
所
）
等
か
ら

移
動
後
、
安
否
確
認
や
課
題
検
討

会
、炊
き
出
し
（
一
部
）
等
を
実
施
。

　

④ 

陸
上
交
通
途
絶
地
区
の
支
援
及

び
緊
急
搬
送
訓
練

（
予
定
）

　

・ 

海
上
保
安
部
、
消

防
及
び
漁
業
組
合

と
連
携
し
、
陸
上
交

通
が
途
絶
し
た
地

域
の
海
路
に
よ
る
搬

送
を
実
施
。
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＊＊＊＊＊奄美少年自然の家事業案内＊＊＊＊＊

日時：平成２６年８月１３日（水）20：00～ 21：00
参加対象：幼児から一般（どなたでも参加できます。）
内容： 天体の話（ペルセウス座流星群や夏の星座について）
 天体観察（ペルセウス座流星群や夏の星座を観察します。）
※事前の申込みは必要ありません。

期日：平成２６年８月２３日(土）～２５（月）
参加対象： 小学校４年生から高校３年生

（高校生はボランティアスタッフとして）
定員 :６４人（申込多数の場合，抽選により決定）

内容：  テント泊，野外炊さん，キャンプファイヤー，海浜
活動，クラフト活動など

※ 参加料及び準備するもの，申込期間については，開催案
内やホームページで確認してください。

問い合わせ先： 県立奄美少年自然の家
  53－1032 　 53－1033
詳しくは、県立奄美少年自然の家ホームページを御覧ください。

【清掃前】

【清掃後】

　世界自然遺産登録を目指す奄美
市において、身近な川に生息する
珍しい生き物や、外来種等を観察
し、地域の自然環境を考える観察
会を下記のとおり開催いたします。

◆希少生物観察会・・・平成26年 8月16日（土）
10:00～ 12:00　小宿大川（集合場所：小宿中央公園）
14:00～ 16:00　浦上川、仲勝川、有屋川（集合場所：輪内公園）

◆街なか水生生物観察会・・・平成26年 8月17日（日）
10:00～ 12:00　新川（集合場所：石橋公園）
　なお、観察会当日は、駐車場の用意はしておりませ
んのでご了承ください。

◆奄美の水生生物多様性シンポジウム
　調査結果報告や研究者による基調講演、パネルディス
カッションを実施し、奄美の水生生態系について考える。
日時：平成26年 8月17日（日）14:00～ 17:00
場所：奄美博物館3階企画展示室
　お子さまとご一緒に多くの方々のご参加をお待ちして
おります。（事前の申込みは必要ありません。）

※ この事業は「全国モーターボート競走施行者協議会」
からの拠出金を受けて実施するものです。
　詳細・不明な点につきましては、下記までお問い合
わせください。

【お問い合わせ先】

奄美市役所 環境対策課
世界自然遺産推進室
電話５２－１１１１（内線1241）
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　奄美市教育委員会では、平成
27年度の市立幼稚園の園児を募
集します。
《募集期間》
　平成26年９月１日（月）から平成26年９月12日（金）
　までの平日（受付時間は午後３時から午後５時まで）
《募集受付場所》右記の幼稚園
《持ってくるもの》印鑑
《園児資格》
・ ５歳児（１年保育）……　平成21年４月２日から平成22
年４月１日までに生まれた者で、奄美市に住所を有する者
・ ４歳児（２年保育）……　平成 22年４月２日から平成
23年４月１日までに生まれた者で、奄美市に住所を有す
る者
《募集定員》右記表のとおり

＊定員は、４歳児・５歳児の合計
＊ 入園について５歳児を優先とし、４歳児については、定
員から５歳児入園児数を差し引いた数で先着順とします。

《入園料》１人につき6,000円
《保育料》１人につき月額 6,100円
《スクールバス》名瀬幼稚園のみ運行しています。
　（１） １人につき月額1,500円
　（２） 運行区域は名瀬小学校・奄美小学校・伊津部小学校校区
《その他》 笠利地区の幼稚園児募集については、今後案内

予定です。
【お問い合わせ先】
　奄美市教育委員会　学校教育課　 52-1128（直通）

幼稚園名 住所 電話番号 定員 募集予定人数

名瀬幼稚園 名瀬幸町
25番16号 52-0679 105人 60人

朝日小学校
附属幼稚園

名瀬朝日町
31番地５ 53-2370 105人 85人

小宿小学校
附属幼稚園

名瀬平松町
397番地 54-0009 70人 30人
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奄
美
市
社
会
福
祉
協
議
会　

無
料
法
律
相
談
【
日
時
】
8
月
16
日
（
土
）
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
【
担
当
】
里
村　

紀
幸
司
法
書
士
【
要
予
約
】
先
着
5
名　

 
 

52

－

７
６
０
１

◎譲りますコーナー (新規登録と前回までの登録）H26年 7月10日現在

※前回までの登録品

◎求めますコーナー

８～９月相談日のお知らせ（派遣相談）　※必ず電話予約が必要です。
・８/　７ （木）清水　沙知 弁護士（午後1時～4時半）
・８/２１ （木）鈴木　穂人 弁護士（午前9時半～11時半）
・８/２８ （木）山口　大観 弁護士（午前11時～12時,午後1時～3時半）
・９/１１ （木）大倉　克大 弁護士（午後1時～4時半）
・９/１８ （木）正込　健一朗 弁護士（午前9時半～11時半）
・９/２５ （木）本木　順也 弁護士（午前11時～12時,午後1時～3時半）
多くの方にご利用していただきたいので、原則ひとり年１回とさせていただきます。

【お問い合せ・予約先】　市民協働推進課市民生活係
　　　電話：５２ー１１１１  （内線１７１５）

☎
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奄
美
市
社
会
福
祉
協
議
会　

あ
ま
み
お
も
ち
ゃ
病
院
は
、
現
在
修
理
待
ち
の
お
も
ち
ゃ
の
在
庫
が
多
い
た
め
、
８
月
は
お
休
み
し
ま
す
。
次
回
は
９
月
21
日
（
日
）
開
催
予
定
で
す
。

【名瀬公民館】
＊『ライアー』
　/大沢 在昌
＊『トムは真夜中の庭で』
　/フィリバ・ピアス

・・・ほか
【金久分館】
＊『 かわいいキャラクター折り紙あそび』
/いしばし なおこ

＊『だーれだだれだ！ 』/ 木村 裕一
 ・・・ほか

【四谷分館】
＊『アナと雪の女王』
　/ウォルト・ディズニー
＊『語りつぐ者』
　/パトリシア・ライリー・ギフ

・・・ほか
【伊津部分館】
＊『 1日10 分 伝統のデトックス法
で奇跡の美肌　黄金のアーユル
ヴェーダ』

＊『泣いちゃいそうだよ シリーズ』
　/小林 深雪

・・・ほか

【移動図書館車】
＊『あいうえおばけだぞ』/五味 太郎
＊『とんとんとん だれかな』
　/ミカエラ・モーガン

・・・ほか

場所： 奄美市名瀬公民館ホール
 午後 7時～
《8月の上映作品》
■「十二哩の暗礁の下に」
　　　　・・・・・・・・8月9日（土）
■「望郷」・・・・・・・8月30日（土）
お問い合わせ先：
奄美市名瀬公民館　 52-1816

※主催者の都合により、開演時間･入場方法等が変更になることがあります。
　お問合わせは、それぞれの主催者へお願いいたします。
〒894－0036 鹿児島県奄美市名瀬長浜町５１７番地　奄美振興会館 TEL:54-1211 FAX:52-6852

※ お問い合わせ　　奄美パーク・奄美の郷 TEL： 55-2333　田中一村記念美術館 TEL ：55-2635
※ 都合により日程や時間が変更になることがあります。
※ 開園時間は，９：００～１９：００です（７月・８月以外は９：００～１８：００）。
※８月の休園日はありません。

※上記の健診場所は奄美市保健センターです。
※笠利地区・住用地区については、各地区のページをご覧ください。

※都合により日程や時間が変更になることがあります。AiAi ひろば TEL: 52-1778

‟第 60回青少年読書感想文コン

クール課題図書・小学生の部”

 12 冊、全館にご用意してます。

 夏休み、ステキな読書を・・・。
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　朝山奄美市長の過去１ヵ月における主な動静を紹介

するコーナーです。

■
奄
美
市
だ
よ
り
100
号
お
め
で
と
う
!!

（
61
歳
男
性
）

■
安
心
・
安
全
な
町
作
り
の
為
、
自
転

車
で
の
快
走
を
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

旧
名
瀬
市
は
エ
コ
通
勤
で
自
転
車
が
大

活
躍
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
中
高
生
の
並

走
、
ト
ン
ネ
ル
内
の
右
歩
道
走
は
絶
対

に
止
め
て
ほ
し
い
で
す
。（
62
歳
女
性
）

■
奄
美
に
来
て
６
年
、
今
年
も
奄
美

ま
つ
り
の
季
節
が
や
っ
て
き
て
、
今
か

ら
楽
し
み
で
す
。
バ
ニ
ラ
エ
ア
で
た
く

さ
ん
の
人
が
来
て
く
れ
る
と
い
い
で
す

ね
。（
31
歳
女
性
）

■
最
近
、
市
街
地
で
の
ハ
ブ
出
没
を
見

聞
き
し
ま
す
。
ハ
ブ
に
罪
は
な
い
の
で

す
が
、
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
咬
傷
事

故
が
な
け
れ
ば
い
い
の
で
す
が
…
気
に

な
り
ま
す
。（
40
歳
女
性
）

■
奄
美
市
だ
よ
り
は
い
つ
も
す
み
か
ら

す
み
ま
で
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
!!

い
つ
も
妻
に
わ
が
ま
ま
ば
か
り
で
す
。

二
人
で
「
旅
」
を
し
た
い
の
で
す
が
、

多
忙
の
日
々
。（
53
歳
男
性
）

■
我
が
家
に
も
と
う
と
う
エ
ア
コ
ン
が

来
ま
し
た
！
で
も
貧
乏
性
な
の
で
ま
だ

使
っ
て
い
ま
せ
ん
。（
29
歳
女
性
）

成田- 奄美路線PR のため、小泉一成成田市長を表敬訪問成田- 奄美路線PR のため、小泉一成成田市長を表敬訪問

寄 

附　

 

次
の
み
な
さ
ま
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
芳
名
を
記
載
い
た
し
ま
す
。

●
香
典
返
し
【
名
瀬
】

宇
崎　

ツ
カ
子
様
（
柳
） 

亡
夫 

宇
崎　

良
三
様

川
畑　

清
朗
様
（
朝
仁
新
） 

亡
妻 

川
畑　

り
つ
子
様

仲
川　

富
美
子
様
（
小
浜
） 

亡
夫 

仲
川　

尚
文
様

宮
田　

フ
ク
エ
様
（
朝
仁
新
） 

亡
夫 

宮
田　

賢
種
様

保
坂　

賢
龍
様
（
浦
上
） 

亡
妻 

保
坂　

乃
恵
子
様

●
香
典
返
し
【
笠
利
】

藤
岡　

ま
き
子
様
（
須
野
） 

亡
父 

平
田　

哲
章
様

坂
元　

美
枝
子
様
（
万
屋
） 

亡
母 

川
畑　

ヲ
サ
エ
様

●
香
典
返
し
【
住
用
】

市
田　

キ
ヌ
子
様
（
山
間
） 

亡
夫 

市
田　

岩
基
智
様

●
一
般
寄
附
【
名
瀬
】

だ
っ
こ
ち
ゃ
ん
様 

て
ぃ
だ
っ
こ
様

岡
村
政
子
シ
ス
タ
ー
美
容
室
様　

朝
野
悦
子
パ
イ
ン
美
容
室
様

辰
島
智
恵
子
ブ
ロ
ン
ド
美
容
室
様　

島
袋
敏
子
ヨ
シ
ノ
美
容
室
様

※
広
報
ク
イ
ズ
の
抽
選
で
当
選
さ
れ
た
方
全
員
へ
、
さ
ら
に
コ
ク
ト
く
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ー
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（ペンネーム：せえごれ　さん）
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３
つ
の
答
え
の
中
か
ら
正
し
い
も
の
を
選

び
、
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

①
今
年
の
旧
盆
の
送
り
は
い
つ
？
（
ヒ

ン
ト
８
Ｐ
）

　

Ａ
…
８
月
10
日　

Ｂ
…
８
月
15
日

　

Ｃ
…
８
月
20
日

②
奄
美
市
民
文
化
祭
は
、
今
年
で
第
何

回
目
？
（
ヒ
ン
ト
12
Ｐ
）

　

Ａ
…
29
回　

Ｂ
…
39
回　

Ｃ
…
49
回

③
今
月
の
「
す
き
す
き
紬
デ
ー
企
画
」
で

体
験
で
き
る
の
は
、
本
場
奄
美
大
島
紬
の

特
徴
で
あ
る
何
染
め
？
（
ヒ
ン
ト
23
Ｐ
）

　

Ａ
…
泥
染
め　

Ｂ
…
藍
染
め

　

Ｃ
…
草
木
染
め

■
応
募
方
法　
ハ
ガ
キ
に
答
え
（
例
：
①

―
Ａ
）、
住
所
、
お
名
前
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可

で
す
が
賞
品
の
発
送
の
た
め
必
ず
本
名
も

お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
）、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
と
、
コ
メ
ン
ト
（
感
想
・
身
の
回

り
の
こ
と
な
ど
）を
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
１
名
様
に

日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
往
復
優
待
券
（
5

割
引
）
＋ 

コ
ク
ト
く
ん
シ
ー
ル
、
10
名
様
に
図

書
カ
ー
ド
（
５
百
円
分
）
＋ 

コ
ク
ト
く
ん
シ
ー

ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ご
応
募
・
お
便

り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
宛
先　
〒
８
９
４
―
８
５
５
５

　

奄
美
市
名
瀬
幸
町
25
―
８

　

奄
美
市
役
所
「
広
報
ク
イ
ズ
」
係

■
締
め
切
り 

８
月
15
日（
当
日
消
印
有
効
）

■
７
月
号
の
正
解

　

①
―
Ｃ
※　
②
―
Ｂ　
③
―
Ｃ　

　
（
59
通
中
43
通
正
解
）

※ 

①
に
つ
い
て
、「
特
定
健
診
受
診
率
ワ
ー
ス
ト

一
位
」
と
は
「
一
番
悪
い
」
と
い
う
意
味
で
す
。

抽
選
で
次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
賞
品
は
後
日
郵

送
い
た
し
ま
す
。）

●
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
往
復
優
待
割

引
券
（
１
人
）
＋ 

コ
ク
ト
く
ん
シ
ー
ル

　

イ
ツ
ブ
の
タ
カ
プ
ラ　

さ
ん
（
名
瀬
伊
津
部
町
）

●
図
書
カ
ー
ド
（
五
百
円
）
＋ 

コ
ク
ト
く

ん
シ
ー
ル
（
10
人
）

　

ノ
ボ
タ
ン　

さ
ん
（
名
瀬
長
浜
町
）

　

森
山
美
保
子　

さ
ん
（
名
瀬
大
熊
町
）

　

亀
山
ア
サ
子　

さ
ん
（
名
瀬
佐
大
熊
町
）

　

カ
ッ
ピ
ー
さ
ん　

さ
ん
（
名
瀬
平
松
町
）

　

橋
本
こ
ず
え　

さ
ん
（
笠
利
町
辺
留
）

　

ひ
こ
ぼ
し　

さ
ん
（
名
瀬
仲
勝
町
）

　

勝
田　

千
惠
子　

さ
ん
（
名
瀬
朝
戸
）

　

ア
マ
ミ
ン
ミ
ン　

さ
ん
（
名
瀬
朝
仁
町
）

　

カ
ム
サ
ン
ジ
ュ
ウ　

さ
ん（
名
瀬
佐
大
熊
町
）

　

ロ
ー
ズ　

さ
ん
（
名
瀬
金
久
町
）

平成２６年　火災件数

地　区 6月 年　計

名　瀬 0 4
笠　利 0 0
住　用 0 1
合　計 0 5

　

氏　
　

名　
　
　
　
　
　
　

保
護
者
名

（
６
月
届
出
）

稲
田　

智
生 

(

と
も
き) 

一
史

安
田　

翼 
(

つ
ば
さ) 

覚
雄

平
原　

進
士 

(

し
ん
し) 

正
志

鮫
島　

悠
真 

(

ゆ
う
ま) 

良
平

備　

一
真 

(

か
ず
ま) 

祐
一

松
元　

優
真 

(

ゆ
う
ま) 

春
彦

作
田　

芙
怜
愛 (

ふ
れ
あ) 

修
一

嘉
積　

光 
(

ひ
か
り) 

竜
也

岡
田　

都
夢 
(

と
む)  

譲

瀧
田　

來
海 

(

く
る
み) 

悟
史

是
永　

晴 
(

は
る)  

純

濵
﨑　

真
衣 

(

ま
い)  

祐
人

川
渡　

唯
菜 

(

ゆ
い
な) 

亮

堀
口　

翔 
(

り
ん
と) 

瑠
輔

伊
地
知　

幸
之
介 (

こ
う
の
す
け) 

正
治

渡　

綾
音 
(
あ
や
ね) 

光
寿

山
田　

帆
夏 

(

ほ
の
か) 

洋
平

南　

玲
衣
奈 

(

れ
い
な) 

誠
一
郎

山
下　

彩
夏 

(

あ
や
か) 
涼
介

盛
島　

夢
唯 

(

ゆ
い)  

俊
裕

幸　

さ
く
ら 

 
 

賢
一

常
田　

藍
生 

(

あ
お)  

圭
一

千
代　

隼
士 

(

は
や
と) 

貴
章

榊　

コ
コ 

(

こ
こ)  

真
吾

※
保
護
者
の
承
諾
を
得
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
ク
イ
ズ
の
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○みんなの家計簿で，消費の未来を描きます
　全国消費実態調査は，本年９月～11月の３か月間，皆様に家計簿へ収入と支出を記入し
ていただくことで国民生活の実態を明らかにする調査です。調査結果は，家計の実態を種々
の角度から分析し，都道府県や県内を複数のブロックに分けた地域別に，消費の未来を描
くために用います。【問い合わせ】企画調整課広報統計係 0997-52-1111（内線1324）

緊急事態！？緊急事態！緊急事態！
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編
集
・
発
行
/鹿
児
島
県
奄
美
市
役
所
企
画
調
整
課
 

TEL: 0997-52-1111　
FAX: 0997-52-1001  

〒
894-8555　

鹿
児
島
県
奄
美
市
名
瀬
幸
町
25
番
8
号

E-M
A
IL: info@

city.am
am
i.lg.jp

 
U
RL：

http://w
w
w
.city.am

am
i.lg.jp

/

facebook：
https://w

w
w
.facebook.com

/A
m
am
iCity

tw
itter : http://tw

itter.com
/A
m
am
i_City

携
帯
サ
イ
ト
: http://w

w
w
.city.am

am
i.lg.jp

/m
obile/

　
index.htm

l　
…
…
…

▼

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
サ
イ
ト
: http://w

w
w
.city.am

am
i.lg.jp

/　
sm
artphone/index.htm

l

▲ ７月１日、ＬＣＣ（格安航空会社）バニラエアの成
田～奄美線の初フライトがあり、成田空港では就航記
念セレモニーが行われました。奄美空港でも歓迎セレ
モニーが行われ、観光関係者などが到着した乗客を出
迎えました。

▲ 鹿児島女子短期大学と奄美市の包括連携協定の調印式
が行われました。この協定は、市と大学が相互に協力し、
地域社会の発展や大学の教育・研究活動の向上に寄与す
ることを目的としています。（６月１７日）

▲ 少年剣道選抜チーム奄心館（貞侑希主将）の6年生4
人が、６月８日に行われた県大会でベスト８に入り、7月
29日に東京の日本武道館で行われる全国大会へ出場する
との報告のため、要田憲雄教育長を訪問しました。要田教
育長は「学校の代表、奄美の代表、県の代表として、がんばっ
てほしい」とエールを送りました。（６月２３日）

▲ 株式会社ダイエーの有料レジ袋収益金の寄付とし
て、ダイエープラザ大島店（奄美市名瀬小浜町）の
森秀徳店長から、奄美市へ世界自然遺産寄付金の贈
呈がありました。（７月１4日）

◀ 「郡体」の愛称で呼ば
れている県民体育大会大
島地区大会が７月11日
～ 20日の日程で奄美群
島各地にて開催されまし
た。
　奄美市名瀬の小宿小学
校体育館では、７月１３
日に剣道競技が行われ、
白熱した試合が繰り広げ
られました。

　笠利町外金久の浜辺に、ハマユウの白い花
がたくさん咲いていました。ハマユウはヒガ
ンバナ科の多年草で、温暖な海浜などで見ら
れます。
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